
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
積乱雲の向こう側 

 校長 上 続 昌 司 
２学期が始まりました。厳しい暑さが続いた夏休みでしたが、生徒の皆さんは充実した時間を過ごすこと

ができたでしょうか。１学期終業式の日に「夏休みにしかできない事、夏休みだからこそできる事にチャレ
ンジしてほしい」と、話しました。一つでも、この夏休みに挑戦しようと決めて取り組むことができたとし
たら、結果が思わしくなかったとしても悔いはないと思います。 
さて、私はこの夏休み中、部活動の取組を通して多くの感動をもらうことができました。いくつか紹介し

たいと思います。先ず、吹奏楽部のコンクールについてです。一人ひとりが奏でる音が重なり響き合うその
世界観に引き込まれ、しばし夏の暑さを忘れさせてくれました。終わった瞬間、演奏の素晴らしさを称賛す
る大きな拍手が会場全体を包み込みました。 
次に運動部の県大会についてです。女子ソフトテニス部は熊谷ドームが会場で、直射日光こそ当たらない

ものの、かなり蒸し暑い環境での大会でした。ラリーが続く時には、一打ごとに息をのむようなハラハラ、
ドキドキの展開となり、決めることができた時の喜びが大きく、団体戦はベスト８という素晴らしい結果を
出すことができました。柔道部は大宮武道館が会場で、市の予選と同じ環境の中で行うことができたのは運
が良かったと思います。柔道は、始まって直ぐ、本当に数秒で勝負が決まってしまうこともある競技です。
一瞬でも気を抜いてしまうと投げられてしまう緊張感を、見ている私も感じながら観戦していました。個人
戦、団体戦ともに柔道部の皆さんの闘志を感じました。男子バレーボール部は会場が深谷で、かなり遠い場
所での大会となり準備も大変だったと思います。体育館中に大きな声援が飛び交い、審判の笛の音が聞き取
れないほどの環境の中、自分たちの実力を出すことが大変難しかったのではないかと思います。野球部は、
県大会準優勝という快挙を成し遂げ関東大会出場を勝ち取りました。関東大会は、吹奏楽部の演奏による応
援、ソフトボール部の声援、他にも多くの保護者の方や関係者の方々が一つとなり、応援することができま
した。そして、水泳部は関東大会、全国大会出場という快挙を成し遂げてくれました。特に全国大会は鹿児
島で行われ、大きく環境の違う中で競技する事の難しさがあったのではないかと思います。それでも、日頃
の練習で培った力を発揮しようと最後まで闘いぬいてくれました。県大会での、全国大会標準記録突破の瞬
間の感動は忘れることができません。 
どの種目においても、一生懸命に挑み集中する姿があり、観ている人に多くの感動を与えてくれました。

どの場面を切り取っても、輝きがあり、それぞれに想いが満ちていてドラマがありました。その保護者の方
の想い、顧問の先生の想い、指導していただいた指導者の方の想い、応援していただいた地域の方々の想い
等、全ての想いが凝縮されていて、私自身も充実した時間を過ごさせていただきました。感動を与えてくれ
た生徒の皆さん、熱心に指導をしていただいた指導者の皆様、支えていただいた保護者の皆様、地域の皆様
に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
最後に、演劇部の発表から感じた想いが、この夏休みに凝縮されていた事に気づきました。それは「積乱

雲の向こう側」というタイトルの演劇から伝えようとした「青春」が、たくさん感じられた夏休みだったと
いう事です。演劇部の部長さんが発表後の挨拶で「青春とは一人ひとり、それぞれにある」と、話していた
言葉が心に響きました。数字や結果ではなく、一人ひとりが輝いた瞬間、時間が全てであり、掛け替えのな
い宝物なのだと改めて考えることができました。 
２学期も、それぞれの青春を満喫し、いつまでも忘れることができない時間を過ごしてほしいと思います。

「積乱雲の向こう側」には、一人ひとりの青春が存在することを心に持ち続けながら。 
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わかたけスマイルフェスティバル 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

８月３０(土)、たくさんのお客様をお迎えし、令和7年度の「わかたけスマイルフェスティバル」が

盛大に実施されました。 

この催しは、植竹中学校、学校運営協議会、後援会、植竹公民館がタッグを組んで、発表者の皆さん

と互いに協力して作り上げています。 

本校からは、演劇部、ギター部、吹奏楽部が参加し、日ごろの練習の成果を存分に表現してくれまし

た。また、植竹小学校の金管バンドの皆さんが、吹奏楽部とのコラボなどで参加してくれました。あり

がとうございました。 

８月１日（金）から８月６日（水）までの短い期間にも関わらず、皆様には、
植竹中生のこの夏の大活躍に対し、とてもたくさんの支援をいただきました。あ
りがとうございました。 
応援演奏のために駆け付けてくれた吹奏楽部の交通費（バス代）は、おかげさ

まで全額賄うことができました。詳細につきましては、８月２９日（金）発出の
安心メールにて、お礼の書面をご覧いただけるようにしてあります。ぜひ、アク
セスしてご一読ください。 

植竹中・この夏子供たちの活躍を応戦する会 
～皆様のご協力ありがとうございました～ 



９月１日はなんの日？ 

パソコン教室でボランティア参加 

 

 

 

 

夏休み中の８月７日（金）、植竹中学校を会場

に、植竹公民館主催「パソコン教室」が開催され

ました。 

メインの講師は本校の渡邉教諭が行い、基本

的な使い方に加え、プレゼンテーションソフトで作

品を作りました。 

事前に、パソコン教室のアシスタントを希望して

集まってくれた本校生徒は、そのアシスタント役を立派に果たしてくれました。 

短時間でしたが、どちらの子どもたちにとっても、大いに実りのあるパソコン教室になりました。 

 

 

 

 

９月１日は「防災の日」です。これは、１９２３年（大正１２年）に発生

した「関東大震災」を教訓とし、自然災害への防災意識を高める目的で１９

６０年（昭和３５年）に制定されました。 

また、この日は台風シーズンが近づく雑節の「二百十日（にひゃくとう

か）」でもあり、防災への意識を高めるのにふさわしい日とされています。本

校でも、９月３日にシェイクアウト訓練が予定されています。一人ひとりの防災意識、高めていきましょ

う。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ 

○皆さんは登下校時に、きちんと交通ルールを守っていますか？ 

「植竹中学校の生徒が危険な横断をしている」と、地域の方から心配の声が上がり、学校へ届いていま

す。それも複数回で、別の場所です。内容は、「横断歩道のないところを生徒が横断している」とい

うものです。道路を横断する際は、必ず、信号がある所または横断歩道を利用してください。 

 

○夏休みの開始とほぼ同時に、本校北校舎、階段側のトイレ改修工事が始まっています。並行して、１

階わたり中央付近に、仮設トイレが設置されています。工期は１１月中旬ころまで続くとのこと、し

ばらくの間、いろいろと不便をかけますがご了承ください。 

 

○学校給食費第３期（７月分）の納付期限（口座振替日）は９月３０日（火）です。 

口座登録済の方は、残高不足にご注意ください。 

口座登録が未完了の方には、納付書が期限１週間前までに自宅へ届きます。 

（問い合わせ先：おいしい給食サポート課給食会計係 ０４８－８２９－１５９１） 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


	令和7年度　第５号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和７年９月１日(月)発行

